
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
「
奈
良
絵
源
氏
物
語
色
紙
」（
請
求
番

号：
721.2||N

10106

、
資
料
番
号216700339

）
は
、『
源
氏
物
語
』
の

ま
く

ふ
す
ま

場
面
を
一
枚
に
つ
き
一
場
面
ず
つ
描
い
た
、「
捲
り
」（
屏
風
や
襖
な
ど
に

貼
っ
て
あ
っ
た
絵
を
剥
が
し
た
も
の
）
の
状
態
の
源
氏
絵
、
二
十
四
枚
で

あ
る
。
大
き
さ
は
、
縦
二
四
・
二
セ
ン
チ
、
横
一
八
・
七
セ
ン
チ
。
製
作

年
代
は
江
戸
時
代
中
期
頃
と
推
察
さ
れ
る
。
木
箱
（
縦
二
七
・
〇
セ
ン
チ

×
横
二
〇
・
八
×
高
さ
七
・
七
セ
ン
チ
）
入
り
だ
が
、
専
用
に
作
ら
れ
た

も
の
で
は
あ
る
ま
い
。

本
稿
は
、
こ
の
絵
の
図
柄
に
つ
い
て
、『
源
氏
物
語
』
の
巻
や
場
面
を

特
定
し
、
い
わ
ゆ
る
源
氏
絵
の
系
譜
の
中
に
位
置
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。

名
だ
た
る
絵
師
が
描
い
た
作
品
で
な
い
こ
と
は
一
瞥
し
て
明
白
で
あ
る

が
、
江
戸
期
に
お
け
る
源
氏
絵
の
類
型
の
広
が
り
を
知
る
一
助
に
は
な
る

で
あ
ろ
う
。
な
お
、「
奈
良
絵
」
を
冠
し
て
本
源
氏
絵
を
呼
称
す
る
点
に

つ
い
て
は
、
慎
重
に
「
奈
良
絵
」
を
定
義
し
た
上
で
、
あ
ら
た
め
て
適
切

で
あ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
、
本
学
学
術

情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
に
登
録
さ
れ
て
い
る
「
奈
良
絵
源
氏
物
語
」
の
名
称

を
用
い
て
お
く
。
以
下
、『
源
氏
物
語
』
の
巻
順
に
従
い
、
桐
壺
・
空

蝉
・
若
紫
・
末
摘
花
・
花
宴
・
賢
木
・
花
散
里
の
絵
を
取
り
上
げ
る
。
す

な
わ
ち
、
空
蝉
巻
は
二
枚
、
そ
の
他
の
巻
は
各
一
枚
の
計
八
枚
で
あ
る
。

凡
例

一
、
冒
頭
に
、
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
「
奈
良
絵
源
氏
物
語
色

紙
」（
以
下
、
所
蔵
し
て
い
る
学
部
名
に
ち
な
み
「
文
情
奈
良
絵
」
と
略

す
。）
の
画
像
を
示
し
、『
源
氏
物
語
』
五
十
四
帖
の
う
ち
の
帖
の
通
し
番

号
と
巻
名
を
示
す
。

一
、【
場
面
】
で
は
、『
豪
華
﹇
源
氏
絵
﹈
の
世
界

源
氏
物
語
』（
秋
山

虔
・
田
口
榮
一
監
修
、
学
習
研
究
社
、
一
九
九
七
年
四
月
二
十
一
日
新
装

第
一
刷
発
行
。
略
称
『
源
氏
絵
の
世
界
』。）
所
載
「
源
氏
絵
帖
別
場
面
一

覧
」（
二
九
〇
〜
三
〇
一
頁
）
を
参
看
し
、
該
当
す
る
「
場
面
」
の
記
号

《
資
料
》

同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
「
奈
良
絵
源
氏
物
語
色
紙
」
の
紹
介
（
一
）福

田

智

子

一



（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
）
と
「
場
面
内
容
概
略
」
を
挙
げ
る
。

一
、【
該
当
本
文
】
で
は
、
角
川
古
典
大
観
『
源
氏
物
語
』C

D
-R
O
M

所

収
の
校
訂
本
文
に
拠
っ
て
、
該
当
す
る
『
源
氏
物
語
』
本
文
を
、
小
見
出

し
と
と
も
に
引
用
し
、
次
の
〔
解
説
〕
の
着
眼
点
と
な
る
部
分
に
は
傍
線

を
付
す
。
た
だ
し
、
小
見
出
し
は
、「
文
情
奈
良
絵
」
の
場
面
を
過
不
足

な
く
示
す
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、（

）
を
付
し
て
、
主
語
を
補
っ
た

り
、
人
物
呼
称
を
加
え
た
り
し
た
箇
所
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
同C
D
-R
O
M

の
「
参
考
情
報
」
機
能
を
用
い
て
、
以
下
の
校
本
お
よ
び
校
訂
本
文
の
該

当
巻
数
と
頁
数
を
列
挙
す
る
。

・『
源
氏
物
語
大
成
』（
中
央
公
論
社
）

略
称
﹇
大
成
﹈

・
日
本
古
典
文
学
大
系
『
源
氏
物
語
』（
岩
波
書
店
）

略
称
﹇
大
系
﹈

・
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
源
氏
物
語
』（
岩
波
書
店
）
略
称﹇
新
大
系
﹈

・
日
本
古
典
文
学
全
集
『
源
氏
物
語
』（
小
学
館
）

略
称
﹇
全
集
﹈

・
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
源
氏
物
語
』（
小
学
館
）
略
称﹇
新
全
集
﹈

・
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
源
氏
物
語
』（
新
潮
社
）

略
称
﹇
集
成
﹈

・
角
川
文
庫
『
源
氏
物
語
』（
角
川
書
店
）

略
称
﹇
角
川
文
庫
﹈

・
玉
上
琢
彌
『
源
氏
物
語
評
釈
』（
角
川
書
店
）

略
称
﹇
玉
上
評
釈
﹈

な
お
、
次
の
「
解
説
」﹇
考
察
﹈
に
お
い
て
、『
源
氏
物
語
』
本
文
を
引

用
す
る
場
合
に
も
、
同
様
に
角
川
古
典
大
観
『
源
氏
物
語
』C

D
-R
O
M

所
収
の
校
訂
本
文
を
用
い
る
。

一
、【
解
説
】
で
は
、「
文
情
奈
良
絵
」
の
図
柄
に
つ
い
て
、
物
語
本
文
を

踏
ま
え
、
具
体
的
に
説
明
す
る
。

一
、【
考
察
】
で
は
、
他
の
源
氏
絵
と
図
柄
を
比
較
検
討
す
る
。
ま
ず

『
源
氏
絵
の
世
界
』
掲
載
図
版
を
参
看
し
、
図
版
番
号
も
こ
れ
に
拠
る
。

・「
土
佐
光
起
筆
源
氏
物
語
画
帖
」（
江
戸
時
代
初
期
・
個
人
蔵
）

略
称
「
光
起
画
帖
」

・「
源
氏
物
語
図
屏
風
」（
江
戸
時
代
前
期
・
個
人
蔵
）略

称
「
源
氏
屏
風
」

・「
源
氏
物
語
扇
面
屏
風
」（
室
町
時
代
末
期
、
個
人
蔵
）

略
称
「
扇
面
屏
風
」

〔
注
〕「
源
氏
物
語
扇
面
屏
風
」
は
、『
源
氏
絵
の
世
界
』
１１０
（
１４２
・

１４３
頁
）
の
解
説
に
、「
藤
岡
家
本
扇
面
」
と
あ
る
作
品
で
あ
る
。
全

体
の
図
版
は
、『
特
別
展
覧
会

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
イ
メ
ー
ジ
│
わ
れ

わ
れ
は
人
間
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
て
き
た
の
か
？
│
』（
京
都
国

立
博
物
館
編
集
・
発
行
、
平
成
十
三
年
十
月
）
５７
〜
６１
頁
に
、「
源

氏
物
語
扇
面
貼
交
屏
風

六
曲
一
双
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る

が
、
図
版
が
小
さ
く
、
本
稿
の
考
察
に
は
用
い
て
い
な
い
。
た
だ

し
、「
も
と
は
金
地
屏
風
に
貼
交
ぜ
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
画
帖

に
改
装
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。」（
作
品
解
説
・
狩
野
博
幸
氏
）

と
い
う
指
摘
は
、
文
化
財
の
継
承
と
い
う
点
で
示
唆
に
富
む
。
本
稿

で
は
、『
源
氏
絵
の
世
界
』
新
装
版
（
一
九
九
七
年
四
月
）
に
拠
り

「
扇
面
屏
風
」
の
略
称
を
用
い
る
が
、『
同
』
初
版
（
一
九
八
八
年
六

二
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月
）
に
お
け
る
本
品
の
名
称
は
「
源
氏
物
語
扇
面
画
帖
」
で
あ
る
。

ま
た
、
以
下
の
文
献
お
よ
び
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
適
宜
用
い
、
所
載
図
版

の
頁
数
あ
る
い
は
Ｕ
Ｒ
Ｌ
等
を
示
す
。

○
『
源
氏
物
語
画
帖
』（
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
、
土
佐
光
吉
画
、
後
陽

成
天
皇
他
書
、
勉
誠
社
、
平
成
九
年
四
月
。）
略
称
「
京
博
光
吉
画
帖
」

○
『
石
山
寺
蔵

四
百
画
面

源
氏
物
語
画
帖
』（
石
山
寺
座
主
・
鷲
尾

遍
隆
監
修
、
中
野
幸
一
編
集
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
五
年
四
月
。）

略
称
「
石
山
寺
画
帖
」

○
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
版
『
源
氏
物
語
』

略
称
「
承
応
版
」

○
『
源
氏
絵
集
成
』（
佐
野
み
ど
り
監
修
・
編
著
、
藝
華
書
院
、
二
〇
一

一
年
一
月
。
略
称
『
佐
野
集
成
』）
所
収

・「
源
氏
物
語
色
紙
貼
付
屏
風
」（
三
重
県
立
斎
宮
歴
史
博
物
館
・
安
土

桃
山
時
代
）

略
称
「
斎
宮
歴
博
色
紙
屏
風
」

・「
伝
狩
野
光
信
筆
源
氏
物
語
図
」（
大
分
市
歴
史
資
料
館
・
桃
山
時

代
）

略
称
「
大
分
市
資
料
館
光
信
図
」

○
『
土
佐
派
源
氏
絵
研
究
』（
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
編
集
・
発
行
、

令
和
二
年
三
月
。
略
称
『
土
佐
派
源
氏
』）
所
収

・「
土
佐
光
吉

源
氏
物
語
手
鑑
」

略
称
「
久
保
惣
光
吉
手
鑑
」

・「
伝
土
佐
光
則

源
氏
物
語
扇
面
貼
交
屏
風
」

略
称
「
久
保
惣
光
則
屏
風
」

・「
土
佐
派

源
氏
物
語
色
紙
貼
交
屏
風
」

略
称
「
久
保
惣
土
佐
派
貼
交
」

○
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

・「
源
氏
物
語
絵
屏
風
」
書
誌ID

:
200020990

D
O
I:
10.20730/

200020990

、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
、https://kotenseki.nijl.ac

.jp/biblio/200020990/view
er/1

略
称
「
国
文
研
絵
屏
風
ａ
」

・「
源
氏
物
語
絵
屏
風
」
書
誌ID

:
200019740

D
O
I:
10.20730/

200019740

、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
、https://kotenseki.nijl.ac

.jp/biblio/200019740/view
er/3

略
称
「
国
文
研
絵
屏
風
ｂ
」

○
ⓒ
徳
川
美
術
館
イ
メ
ー
ジ
ア
ー
カ
イ
ブ
／D

N
Partcom

）

「
源
氏
物
語
画
帖
」（
土
佐
光
則
、
十
七
世
紀
、
徳
川
美
術
館
所
蔵
）

略
称
「
徳
川
本
光
則
画
帖
」

こ
れ
以
外
の
文
献
お
よ
び
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
照
し
た
場
合
は
、
逐
一
、

書
誌
情
報
を
明
記
す
る
。

ま
た
、『
奥
入
』
の
引
用
は
、
定
家
自
筆
本
で
あ
る
大
橋
寛
治
氏
蔵
本

『
奥
入
』（
日
本
古
典
文
学
会
監
修
、
昭
和
四
十
六
年
十
月
）
の
影
印
に
拠

り
、
適
宜
、
表
記
を
改
め
た
。

同志社大学文化情報学部蔵「奈良絵源氏物語色紙」の紹介（一）

三



第
一
帖

桐
壺

【
場
面
】
Ｄ：

清
涼
殿
東
廂
に
て
源
氏
元
服
の
儀
式
。
左
大
臣
加
冠
の
役

を
務
め
る
。

【
該
当
本
文
】﹇
２５
﹈
源
氏
十
二
歳
で
元
服
、
帝
そ
の
す
ば
ら
し
さ
に
感
嘆

す
るＡこ

の
君
の
御
童
姿
、
い
と
変
へ
ま
う
く
お
ぼ
せ
ど
、
十
二
に
て
御
元
服

し
た
ま
ふ
。
ゐ
た
ち
お
ぼ
し
い
と
な
み
て
、
限
り
あ
る
こ
と
に
、
こ
と
を

そ
へ
さ
せ
た
ま
ふ
。
一
年
の
春
宮
の
御
元
服
、
南
殿
に
て
あ
り
し
儀
式
、

よ
そ
ほ
し
か
り
し
御
ひ
び
き
に
落
と
さ
せ
た
ま
は
ず
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
の

饗
な
ど
、
内
蔵
寮
、
穀
倉
院
な
ど
、
お
ほ
や
け
ご
と
に
つ
か
う
ま
つ
れ

る
、
お
ろ
そ
か
な
る
こ
と
も
ぞ
、
と
と
り
わ
き
仰
せ
ご
と
あ
り
て
、
き
よ

ら
を
つ
く
し
て
つ
か
う
ま
つ
れ
り
。

（
帝
の
）
お
は
し
ま
す
殿
の
東
の
廂
、
東
向
き
に
倚
子
立
て
て
、
冠
者

の
御
座
、
引
き
入
れ
の
大
臣
（＝

左
大
臣
）
の
御
座
、
御
前
に
あ
り
。
申

の
時
に
て
源
氏
参
り
た
ま
ふ
。
角
髪
結
ひ
た
ま
へ
る
つ
ら
つ
き
、
顔
の
匂

ひ
、
さ
ま
変
へ
た
ま
は
む
こ
と
惜
し
げ
な
り
。
大
蔵
卿
、
蔵
人
つ
か
う
ま

つ
る
。
い
と
き
よ
ら
な
る
御
髪
を
そ
ぐ
ほ
ど
、
心
苦
し
げ
な
る
を
、
上

は
、
御
息
所
の
見
ま
し
か
ば
と
お
ぼ
し
い
づ
る
に
、
た
へ
が
た
き
を
、
心

強
く
念
じ
か
へ
さ
せ
た
ま
ふ
。

﹇
大
成
﹈
１
巻
２４
頁
、﹇
大
系
﹈
１
巻
４７
頁
、﹇
新
大
系
﹈
１
巻
２４
頁
、﹇
全

集
﹈
１
巻
１２１
頁
、﹇
新
全
集
﹈
１
巻
４４
頁
、﹇
集
成
﹈
１
巻
３６
頁
、﹇
角
川

文
庫
﹈
１
巻
４４
頁
、﹇
玉
上
評
釈
﹈
１
巻
１３３
頁

【
解
説
】

画
面
右
上
角
に
桐
壺
帝
が
描
か
れ
る
。
椅
子
に
座
し
、
顔
は
描
か
れ
な

う
え
の
は
か
ま
あ
ら
れ

み
ず
ら

い
。
表
袴
は
霰
紋
で
あ
る
。
画
面
左
側
や
や
上
に
は
、
鬟
結
の
光
源
氏

が
、
笏
を
持
っ
て
座
っ
て
い
る
。
桐
壺
帝
の
前
に
跪
い
て
い
る
公
卿
は
、

し
た
が
さ
ね

み
だ
れ

大
蔵
卿
で
あ
ろ
う
。
下
襲
の
後
ろ
に
裾
を
長
く
引
い
た
束
帯
姿
で
、
乱
箱

を
両
手
で
捧
げ
持
つ
。
箱
の
内
側
に
は
布
が
張
っ
て
あ
り
、
そ
の
紋
様
が

描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
中
身
は
空
で
あ
ろ
う
。

く
ろ
ほ
う

孫
廂
に
は
、
衣
冠
を
着
し
た
貴
族
が
三
人
描
か
れ
る
。
二
人
は
黒
袍

あ
け
ご
ろ
も

（
四
位
以
上
が
着
用
）、
最
も
左
の
一
人
は
緋
袍
（
五
位
が
着
用
）
で
あ

四
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る
。
中
央
の
黒
袍
の
貴
族
の
み
笏
を
持
つ
。

【
考
察
】

源
氏
元
服
の
場
面
は
、
桐
壺
巻
の
中
で
も
絵
画
化
さ
れ
る
代
表
的
な
も

の
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、「
文
情
奈
良
絵
」
は
、
椅
子
に
座
す
桐
壺
帝
と
、

童
姿
の
源
氏
、
そ
し
て
、
理
髪
役
の
大
蔵
卿
が
帝
の
前
で
乱
箱
を
捧
げ
持

つ
場
面
で
あ
り
、
源
氏
の
元
服
式
開
始
時
点
の
図
柄
と
考
え
ら
れ
る
。

『
源
氏
物
語
』
本
文
に
は
、
こ
の
よ
う
な
場
面
は
詳
述
さ
れ
な
い
が
、
古

注
釈
に
お
い
て
は
、
早
く
も
『
奥
入
』
に
、「
延
長
七
年
二
月
十
六
日
當

代
源
氏
二
人
元
服
」
の
詳
細
な
記
述
が
あ
り
、「
理
髪
ノ
具
」
を
「
柳
筥

ニ
盛
ル
」
と
あ
る
。「
文
情
奈
良
絵
」
の
大
蔵
卿
が
持
つ
箱
に
は
後
に
、

理
髪
の
道
具
や
、
削
い
だ
髪
を
束
ね
て
入
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

『
源
氏
物
語
』
本
文
で
語
ら
れ
な
い
元
服
式
の
様
子
を
描
い
た
絵
と
し

て
は
、
他
に
毛
利
博
物
館
所
蔵
「
源
氏
物
語
絵
巻
」（
慶
長
十
六
年
制
作
。

『
絵
巻
で
読
む
源
氏
物
語
│
毛
利
博
物
館
所
蔵
「
源
氏
物
語
絵
巻
」』、
龍

澤
彩
編
著
、
平
成
二
十
九
年
三
月
、
４
頁
、
略
称
「
毛
利
博
本
」）
が
あ

る
。
そ
こ
に
は
、
帝
の
御
前
で
文
書
を
読
み
上
げ
る
公
卿
の
姿
が
描
か
れ

る
。
同
書
の
解
説
で
龍
澤
氏
は
、「
皇
太
子
の
元
服
に
あ
た
っ
て
祝
詞
を

述
べ
る
し
き
た
り
」
に
則
っ
た
図
柄
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
同
じ

公
卿
の
姿
は
、「
国
文
研
絵
屏
風
ａ
」
に
も
見
え
る
。
ま
た
、「
国
文
研
絵

屏
風
ｂ
」
で
は
、
公
卿
は
冠
を
捧
げ
持
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
帝
の

前
に
進
み
出
た
公
卿
を
描
く
と
い
う
共
通
し
た
図
柄
の
中
に
、
公
卿
が
手

に
す
る
品
と
し
て
、
元
服
式
を
象
徴
的
に
示
す
も
の
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
生
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

土
佐
光
信
『
源
氏
物
語
画
帖
』（
室
町
時
代
、H

arvard

美
術
館
蔵
、

略
称
「
ハ
ー
バ
ー
ド
画
帖
」、https://hvrd.art/o/201120

）
で
は
、
公
卿

の
目
の
前
に
猫
足
の
台
が
描
か
れ
、
ま
た
、「
源
氏
物
語
色
紙
」（
桃
山
〜

江
戸
時
代
、
奈
良
大
学
博
物
館
蔵
、
略
称「
奈
良
大
色
紙
」、https://w

w
w

.nara-u.ac.jp/m
useum

/collection/paintings.htm
l

）
で
は
、
三
宝
に
載
る

盃
を
前
に
公
卿
が
畏
ま
り
、
そ
の
脇
に
長
柄
銚
子
ら
し
き
具
を
持
つ
公
卿

が
控
え
る
。
こ
れ
ら
も
一
連
の
元
服
式
に
お
け
る
一
場
面
を
描
い
た
も
の

と
推
察
さ
れ
る
。

な
お
、「
徳
川
本
光
則
画
帖
」コ
レ
ク
シ
ョ
ンN

o.TA
M
000267

（https:

//im
ages.dnpartcom

.jp/ia/w
orkD

etail?id＝
TA
M
000267

）
で
は
、
乱
箱

を
持
つ
束
帯
姿
の
公
卿
が
童
姿
の
源
氏
を
先
導
す
る
よ
う
に
孫
廂
に
立

ち
、
後
に
続
く
源
氏
の
方
を
振
り
返
っ
て
い
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
元

服
式
入
場
の
場
面
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、「
文
情
奈
良
絵
」
と
同
様
の
構
図
で
公
卿
が
乱
箱
を
持
つ
図
柄

は
、
早
く
も
桃
山
時
代
の
「
久
保
惣
光
吉
手
鑑
」（『
土
佐
派
源
氏
』
７

頁
）
に
見
受
け
ら
れ
る
。
構
図
は
左
右
反
転
し
て
い
る
が
、
椅
子
に
座
す

桐
壺
帝
（
顔
は
御
簾
で
隠
れ
、
表
袴
は
霰
紋
）、
畳
に
座
る
鬟
結
の
源
氏
、

帝
の
前
で
乱
箱
を
捧
げ
持
つ
大
蔵
卿
の
姿
が
描
か
れ
る
。
詞
書
は
、﹇
該

当
本
文
﹈
Ａ
で
あ
る
。
ま
た
、「
源
氏
物
語
図
色
紙
」（
堺
市
博
物
館
収
蔵
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品
デ
ー
タ
ベ
ー
スhttps://jm

apps.ne.jp/sakaihaku/det.htm
l?data_id＝

284
、
作
者：

土
佐
派
、
制
作
年
代：

江
戸
時
代
。
資
料
番
号：

1984-

027
、
略
称
「
堺
市
博
色
紙
」）
は
、「
文
情
奈
良
絵
」
と
同
じ
く
、
右
上

に
帝
が
座
し
、
左
側
に
源
氏
、
帝
の
前
に
大
蔵
卿
を
配
置
す
る
。
さ
ら

に
、「
石
山
寺
画
帖
」
桐
壺
六
（
六
図
）
も
、
付
箋
に
「
同
六

源
氏
け

ん
ふ
く
の
所
也

み
つ
ら
ゆ
ひ
給
へ
る
つ
ら
つ
き
さ
ま
か
へ
た
ま
は
ん
事

い
と
を
し
げ
也
と
云
所
也
」
と
あ
り
、
場
面
解
説
に
も
「
理
髪
の
箱
を
お

し
い
た
だ
い
て
い
る
の
が
理
髪
役
の
大
蔵
卿
」（
１０
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
、「
文
情
奈
良
絵
」
と
は
左
右
反
転
の
構
図
な
が
ら
、
同
じ

場
面
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
本
図
柄
は
、
源
氏
元
服
の
場

面
と
し
て
比
較
的
早
く
か
ら
描
か
れ
、
ひ
と
つ
の
型
と
し
て
定
着
し
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
文
情
奈
良
絵
」
は
、
以
上
の
源
氏
絵
と
は

異
な
り
、
帝
の
両
脇
の
獅
子
狛
犬
を
描
か
ず
、
ま
た
、
源
氏
は
笏
を
持
つ

姿
で
あ
る
。

こ
れ
ら
二
点
を
含
め
て
「
文
情
奈
良
絵
」
と
酷
似
す
る
の
が
、「
久
保

惣
土
佐
派
貼
交
」（
江
戸
時
代
前
期
、『
土
佐
派
源
氏
』
１６０
頁
）
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
の
絵
に
対
応
す
る
詞
書
は
、『
源
氏
物
語
』
で
は
前
掲
﹇
該
当

本
文
﹈
の
後
に
語
ら
れ
る
、
左
大
臣
が
「
御
禄
の
も
の
」
と
し
て
「
白
き

大
袿
に
御
衣
一
領
」
を
下
賜
さ
れ
る
場
面
の
一
節
（
傍
線
Ｂ
）
で
あ
る
。

﹇
２６
﹈
源
氏
、
元
服
の
添
い
臥
し
と
し
て
左
大
臣
の
娘
の
葵
の
上
と

結
婚

御
前
よ
り
、
内
侍
、
宣
旨
う
け
た
ま
は
り
伝
へ
て
、
大
臣
参
り
た

ま
ふ
べ
き
召
し
あ
れ
ば
、
参
り
た
ま
ふ
。
御
禄
の
も
の
、
上
の
命
婦

取
り
て
た
ま
ふ
。
白
き
大
袿
に
御
衣
一
領
、
例
の
こ
と
な
り
。
御
盃

の
つ
い
で
に
、

Ｂい
と
き
な
き
は
つ
も
と
ゆ
ひ
に
長
き
世
を
契
る
心
は
結
び
こ
め

つ
や

御
心
ば
へ
あ
り
て
驚
か
さ
せ
た
ま
ふ
。

結
び
つ
る
心
も
深
き
も
と
ゆ
ひ
に
濃
き
紫
の
色
し
あ
せ
ず
は

と
奏
し
て
、
長
橋
よ
り
お
り
て
、
舞
踏
し
た
ま
ふ
。

こ
の
本
文
Ｂ
を
絵
画
化
す
る
場
合
、
た
と
え
ば
「
源
氏
屏
風
」
５
（『
源

氏
絵
の
世
界
』
３１
頁
）
に
見
え
る
よ
う
に
、
帝
の
御
前
で
左
大
臣
が
拝
礼

す
る
（
あ
る
い
は
衣
を
戴
く
）
図
柄
が
描
か
れ
る
。
そ
れ
は
、
源
氏
元
服

式
の
前
に
帝
の
御
前
で
大
蔵
卿
が
乱
箱
を
戴
く
図
柄
と
似
通
っ
て
こ
よ

う
。
絵
と
詞
書
と
が
ぴ
っ
た
り
一
致
し
な
い
こ
と
は
少
な
く
な
い
が
、

「
久
保
惣
土
佐
派
貼
交
」
の
よ
う
に
、
本
文
Ｂ
と
元
服
式
前
の
絵
と
を
対

応
さ
せ
た
作
品
は
、
元
服
式
前
後
の
場
面
の
混
同
を
助
長
す
る
一
因
に
な

っ
た
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
先
の
「
源
氏
屏
風
」
５
に
お
い
て
、
元
服
式
後
の
場
面
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
源
氏
は
童
姿
で
描
か
れ
る
。
元
服
式
と
い
う
行
事
を
、

時
系
列
を
越
え
て
象
徴
的
に
示
し
た
も
の
か
。

ま
た
、「
文
情
奈
良
絵
」
の
帝
の
表
袴
の
霰
紋
は
、「
ハ
ー
バ
ー
ド
画

六
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帖
」「
奈
良
大
色
紙
」「
源
氏
屏
風
」
に
も
見
え
る
。
さ
ら
に
、
帝
の
他
、

公
卿
の
表
袴
に
も
霰
紋
が
あ
る
の
は
、「
国
文
研
絵
屏
風
ａ
」「
国
文
研
絵

屏
風
ｂ
」「
徳
川
本
光
則
画
帖
」「
久
保
惣
光
吉
手
鑑
」「
堺
市
博
色
紙
」

「
久
保
惣
土
佐
派
貼
交
」
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
孫
廂
に
い
る
公

卿
の
表
袴
に
ま
で
霰
紋
を
描
く
も
の
も
あ
る
。
一
方
、
帝
に
も
公
卿
に
も

表
袴
の
霰
紋
が
描
か
れ
な
い
の
は
、「
石
山
寺
画
帖
」「
毛
利
博
本
」
で
あ

る
。
源
氏
元
服
式
の
場
面
の
図
柄
、
延
い
て
は
帝
や
公
卿
の
姿
を
描
く
大

和
絵
の
図
柄
の
継
承
を
把
握
す
る
上
で
、
表
袴
の
霰
紋
は
、
あ
る
い
は
ひ

と
つ
の
指
標
と
な
り
得
る
か
。
バ
イ
エ
ル
ン
州
立
図
書
館
蔵
『
源
氏
物

語
』〔『
在
外
日
本
重
要
絵
巻
選
』
研
究
編
付D
V
D
-R
O
M

、
辻
英
子
編

著
、
風
間
書
院
、
平
成
二
十
六
年
二
月
〕
桐
壺
巻
の
表
紙
に
も
、
帝
ら
し

き
人
物
の
表
袴
に
霰
紋
が
見
え
る
。

第
三
帖

空
蝉
（
一
）

【
場
面
】
Ａ：

源
氏
、
小
君
の
手
引
き
で
中
川
の
邸
に
忍
び
、
空
蝉
と
軒

端
荻
が
碁
を
う
つ
姿
を
隙
見
す
る
。

【
該
当
本
文
】﹇
３
﹈
源
氏
は
空
蝉
と
軒
端
の
荻
と
の
碁
を
打
つ
姿
を
か
い

ま
見
る

東
の
妻
戸
に
立
て
た
て
ま
つ
り
て
、
わ
れ
は
南
の
隅
の
間
よ
り
、
格
子

叩
き
の
の
し
り
て
入
り
ぬ
。
御
達
、「
あ
ら
は
な
り
」
と
言
ふ
な
り
。「
な

ぞ
、
か
う
暑
き
に
、
こ
の
格
子
は
お
ろ
さ
れ
た
る
」
と
問
へ
ば
、「
昼
よ

り
西
の
御
方
の
渡
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
碁
打
た
せ
た
ま
ふ
」
と
言
ふ
。
さ
て

向
か
ひ
ゐ
た
ら
む
を
見
ば
や
と
思
ひ
て
、
や
を
ら
歩
み
い
で
て
、
簾
の
は
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さ
ま
に
入
り
た
ま
ひ
ぬ
。
こ
の
入
り
つ
る
格
子
は
ま
だ
鎖
さ
ね
ば
、
ひ
ま

見
ゆ
る
に
寄
り
て
、
西
ざ
ま
に
見
通
し
た
ま
へ
ば
、
こ
の
き
は
に
立
て
た

る
屏
風
、
端
の
か
た
お
し
畳
ま
れ
た
る
に
、
ま
ぎ
る
べ
き
几
帳
な
ど
も
、

暑
け
れ
ば
に
や
、
う
ち
か
け
て
い
と
よ
く
見
入
れ
ら
る
。

火
近
う
と
も
し
た
り
。
母
屋
の
中
柱
に
そ
ば
め
る
人
や
わ
が
心
か
く
る

（
空
蝉
）、
と
ま
づ
目
と
ど
め
た
ま
へ
ば
、
濃
き
綾
の
単
襲
な
め
り
、
何
に

か
あ
ら
む
上
に
着
て
、
頭
つ
き
細
や
か
に
、
小
さ
き
人
の
、
も
の
げ
な
き

姿
ぞ
し
た
る
。
顔
な
ど
は
、
さ
し
向
か
ひ
た
ら
む
人
な
ど
に
も
、
わ
ざ
と

見
ゆ
ま
じ
う
も
て
な
し
た
り
。
手
つ
き
痩
せ
痩
せ
に
て
、
い
た
う
ひ
き
隠

し
た
め
り
。
今
一
人
（
軒
端
の
荻
）
は
、
東
向
き
に
て
、
残
る
と
こ
ろ
な

く
見
ゆ
。
白
き
羅
の
単
襲
、
二
藍
の
小
袿
だ
つ
も
の
な
い
が
し
ろ
に
着
な

し
て
、
紅
の
腰
ひ
き
結
へ
る
き
は
ま
で
胸
あ
ら
は
に
、
ば
う
ぞ
く
な
る
も

て
な
し
な
り
。
い
と
白
う
を
か
し
げ
に
、
つ
ぶ
つ
ぶ
と
肥
え
て
、
そ
ぞ
ろ

か
な
る
人
の
、
頭
つ
き
、
額
つ
き
、
も
の
あ
ざ
や
か
に
、
ま
み
、
口
つ
き

い
と
愛
敬
づ
き
、
は
な
や
か
な
る
容
貌
な
り
。
髪
は
い
と
ふ
さ
や
か
に

て
、
長
く
は
あ
ら
ね
ど
、
さ
が
り
ば
、
肩
の
ほ
ど
き
よ
げ
に
、
す
べ
て
い

と
ね
ぢ
け
た
る
と
こ
ろ
な
く
、
を
か
し
げ
な
る
人
と
見
え
た
り
。
む
べ
こ

そ
親
の
世
に
な
く
は
思
ふ
ら
め
、
と
を
か
し
く
見
た
ま
ふ
。
こ
こ
ち
ぞ
な

ほ
静
か
な
る
け
を
添
へ
ば
や
、
と
ふ
と
見
ゆ
る
。
か
ど
な
き
に
は
あ
る
ま

じ
。

﹇
大
成
﹈
１
巻
８６
頁
、﹇
大
系
﹈
１
巻
１１０
頁
、﹇
新
大
系
﹈
１
巻
８５
頁
、﹇
全

集
﹈
１
巻
１９３
頁
、﹇
新
全
集
﹈
１
巻
１１９
頁
、﹇
集
成
﹈
１
巻
１０７
頁
、﹇
角
川

文
庫
﹈
１
巻
９５
頁
、﹇
玉
上
評
釈
﹈
１
巻
３０８
頁

【
解
説
】

画
面
右
上
に
は
碁
を
打
つ
女
性
が
二
人
描
か
れ
る
。
空
蝉
と
軒
端
の
荻

で
あ
る
。
右
手
で
黒
の
碁
石
を
持
っ
て
い
る
横
顔
の
女
性
が
空
蝉
か
。
そ

う
す
る
と
、
向
か
い
あ
う
も
う
一
人
の
女
性
は
軒
端
の
荻
で
あ
ろ
う
。
や

や
ふ
っ
く
ら
と
し
た
顔
立
ち
で
、
小
袿
の
下
か
ら
緋
袴
の
裾
を
長
く
引
い

て
い
る
。

傍
ら
の
燈
台
に
は
火
が
灯
さ
れ
、
そ
の
奥
の
御
簾
は
巻
き
上
げ
て
あ

る
。
画
面
左
上
に
は
違
い
棚
が
あ
り
、
そ
の
上
に
書
物
が
置
か
れ
て
い

る
。左

側
の
部
屋
に
立
つ
男
性
貴
族
は
源
氏
で
あ
る
。
た
だ
し
、
先
の
女
君

を
覗
き
見
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
簾
が
巻
き
上
げ
て
あ
る
も
う
ひ
と
つ

の
部
屋
に
ま
っ
す
ぐ
歩
い
て
い
く
姿
の
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の
視
線
の

先
、
右
下
の
部
屋
に
は
、
屏
風
の
陰
に
座
す
女
性
が
い
る
。
こ
の
邸
の
女

房
で
あ
ろ
う
。

【
考
察
】

空
蝉
と
軒
端
の
荻
が
碁
を
打
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
源
氏
が
垣
間
見
る
場

面
は
、
空
蝉
巻
を
代
表
す
る
図
柄
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
同
様
の
構
図
は
、

「
京
博
光
吉
画
帖
」（
７
頁
）
や
「
斎
宮
歴
博
色
紙
屏
風
」（
安
土
桃
山
時

代
、『
佐
野
集
成
』
２２
頁
）
に
見
ら
れ
る
。
碁
盤
を
挟
ん
で
差
し
向
か
う

八
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空
蝉
と
軒
端
の
荻
、
部
屋
の
外
に
立
つ
源
氏
の
他
、
部
屋
の
奥
の
違
い
棚

に
書
物
が
重
ね
て
置
い
て
あ
る
描
写
も
共
通
す
る
。

た
だ
し
、「
文
情
奈
良
絵
」
に
あ
る
右
下
方
、
女
房
が
屏
風
の
陰
に
い

る
部
屋
は
、
こ
れ
ら
の
源
氏
絵
に
は
描
か
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、「
京
博

光
吉
画
帖
」「
斎
宮
歴
博
色
紙
屏
風
」
が
正
方
形
の
絵
で
あ
る
の
に
比
べ
、

長
方
形
の
「
文
情
奈
良
絵
」
に
は
、
構
図
上
、
画
面
の
余
白
が
生
ま
れ
た

た
め
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、
空
蝉
巻
の
碁
を
打
つ
場
面
に
、
手
引
き
を
し
た
小
君
を
描
い
た

絵
に
は
、「
承
応
版
」
空
蝉
巻
第
一
図
や
「
石
山
寺
画
帖
」
空
蝉
一
（
一

六
図
）、「
国
文
研
絵
屏
風
ｂ
」
な
ど
が
あ
る
が
、「
文
情
奈
良
絵
」
に
小

君
の
姿
は
な
い
。
こ
の
点
で
も
、「
文
情
奈
良
絵
」
は
、「
京
博
光
吉
画

帖
」「
斎
宮
歴
博
色
紙
屏
風
」
と
共
通
し
て
い
る
。

第
三
帖

空
蝉
（
二
）

【
場
面
】
Ｂ：

源
氏
、
小
君
の
手
引
き
で
空
蝉
と
軒
端
荻
と
が
共
寝
す
る

部
屋
に
忍
び
入
る
。

【
該
当
本
文
】

﹇
３
﹈
源
氏
は
空
蝉
と
軒
端
の
荻
と
の
碁
を
打
つ
姿
を
か
い
ま
見
る

（
小
君
は
）
幼
き
こ
こ
ち
に
、
い
か
な
ら
む
を
り
と
待
ち
わ
た
る
に
、

紀
伊
守
国
に
く
だ
り
な
ど
し
て
、
女
ど
ち
の
ど
や
か
な
る
夕
闇
の
、
道
た

ど
た
ど
し
げ
な
る
ま
ぎ
れ
に
、
わ
が
車
に
て
率
て
た
て
ま
つ
る
。
こ
の
子

も
幼
き
を
い
か
な
ら
む
と
お
ぼ
せ
ど
、
さ
の
み
も
え
お
ぼ
し
の
ど
む
ま
じ

け
れ
ば
、
さ
り
げ
な
き
姿
に
て
、
門
な
ど
鎖
さ
ぬ
さ
き
に
、
と
い
そ
ぎ
お
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は
す
。
人
見
ぬ
か
た
よ
り
ひ
き
入
れ
て
、
お
ろ
し
た
て
ま
つ
る
。
童
な
れ

ば
、
宿
直
人
な
ど
も
こ
と
に
見
入
れ
追
従
せ
ず
、
心
や
す
し
。

﹇
６
﹈
源
氏
は
部
屋
に
忍
び
入
る
が
、
そ
れ
と
気
づ
い
た
空
蝉
は
す
べ
り

出
て
隠
れ
る

こ
た
み
は
妻
戸
を
た
た
き
て
入
る
。
み
な
人
々
静
ま
り
寝
に
け
り
。

「
こ
の
障
子
口
に
ま
ろ
は
寝
た
ら
む
。
風
吹
き
と
ほ
せ
」
と
て
、
畳
ひ
ろ

げ
て
臥
す
。
御
達
、
東
の
廂
に
い
と
あ
ま
た
寝
た
る
べ
し
。
戸
放
ち
つ
る

童
べ
も
、
そ
な
た
に
入
り
て
臥
し
ぬ
れ
ば
、
と
ば
か
り
空
寝
し
て
、
火
明

き
か
た
に
屏
風
を
ひ
ろ
げ
て
、
影
ほ
の
か
な
る
に
、
や
を
ら
入
れ
た
て
ま

つ
る
。
い
か
に
ぞ
、
を
こ
が
ま
し
き
こ
と
も
こ
そ
と
お
ぼ
す
に
、
い
と
つ

つ
ま
し
け
れ
ど
、
導
く
ま
ま
に
母
屋
の
几
帳
の
帷
ひ
き
あ
げ
て
、
い
と
や

を
ら
入
り
た
ま
ふ
と
す
れ
ど
、
み
な
静
ま
れ
る
夜
の
御
衣
の
け
は
ひ
、
や

は
ら
か
な
る
し
も
、
い
と
し
る
か
り
け
り
。

﹇
大
成
﹈
１
巻
８９
頁
、﹇
大
系
﹈
１
巻
１１４
頁
、﹇
新
大
系
﹈
１
巻
８９
頁
、﹇
全

集
﹈
１
巻
１９７
頁
、﹇
新
全
集
﹈
１
巻
１２３
頁
、﹇
集
成
﹈
１
巻
１１１
頁
、﹇
角
川

文
庫
﹈
１
巻
９８
頁
、﹇
玉
上
評
釈
﹈
１
巻
３１８
頁

【
解
説
】

吹
抜
屋
台
の
梁
に
よ
り
、
邸
内
が
ふ
た
つ
と
、
簀
の
子
縁
、
そ
し
て
牛

車
が
止
ま
る
邸
外
に
分
け
ら
れ
た
構
図
で
あ
る
。
画
面
左
上
の
室
内
に
い

る
の
は
空
蝉
と
軒
端
の
荻
、
そ
の
戸
口
近
く
に
立
つ
の
は
源
氏
で
あ
る
。

左
下
の
簀
の
子
縁
に
座
し
て
い
る
従
者
は
、
邸
外
に
止
ま
っ
て
い
る
牛
車

く
る
ま
ぞ
い

の
車
副
と
童
と
見
ら
れ
る
。
小
君
は
自
分
の
車
で
、
源
氏
を
紀
伊
守
の
邸

に
こ
っ
そ
り
と
連
れ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。

【
考
察
】

「
文
情
奈
良
絵
」
空
蝉
巻
の
絵
の
二
枚
目
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

一
連
の
当
該
源
氏
絵
が
、
ひ
と
つ
の
巻
に
つ
い
て
複
数
の
絵
を
有
す
る
場

合
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

さ
て
、
同
様
の
構
図
は
、「
徳
川
本
光
則
画
帖
」
コ
レ
ク
シ
ョ
ンN

o.

TA
M
000273

（https://im
ages.dnpartcom

.jp/ia/w
orkD

etail?id＝
TA
M

000273

）
に
見
え
る
。
画
面
左
上
の
空
蝉
と
軒
端
の
荻
、
画
面
右
上
の
源

氏
の
立
ち
姿
が
共
通
す
る
。
だ
が
、
こ
の
「
徳
川
本
光
則
画
帖
」
が
、
傍

ら
の
小
君
の
方
を
振
り
返
っ
て
い
る
姿
を
描
く
の
に
対
し
、「
文
情
奈
良

絵
」
に
は
小
君
は
描
か
れ
ず
、
源
氏
は
女
君
た
ち
の
居
室
の
方
を
向
い
て

立
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
「
文
情
奈
良
絵
」
に
は
、
こ
の
「
徳
川
本
光
則
画
帖
」
に
は
な

い
、
画
面
右
上
角
の
牛
車
と
簀
の
子
縁
に
座
る
車
副
と
童
が
描
か
れ
る
。

こ
れ
は
、﹇
該
当
本
文
﹈
に
も
示
し
た
よ
う
に
、
小
君
が
源
氏
を
連
れ
て

来
た
際
の
牛
車
で
あ
ろ
う
。
牛
車
を
使
う
に
は
車
副
と
童
が
不
可
欠
で
あ

る
が
、
当
た
り
前
の
事
柄
で
あ
る
が
ゆ
え
に
物
語
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
語

ら
な
い
。
物
語
を
絵
画
化
す
る
上
で
は
、
物
語
に
は
表
面
上
出
て
こ
な

い
、
こ
の
よ
う
な
具
体
的
な
現
場
の
描
写
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
。

な
お
、「
文
情
奈
良
絵
」
の
二
人
の
車
副
と
一
人
の
童
に
酷
似
し
た
描

一
〇
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写
が
、
前
掲
の
「
徳
川
本
光
則
画
帖
」
８６
（『
源
氏
絵
の
世
界
』
１１５
頁
）

玉
鬘
巻
に
見
ら
れ
る
。
こ
ち
ら
の
絵
で
は
、
画
面
下
方
に
二
本
の
斜
線
で

画
面
を
仕
切
り
、
車
三
台
の
屋
根
と
邸
外
に
立
つ
童
一
人
、
従
者
三
人
を

描
く
。
こ
の
う
ち
、
童
は
、
向
か
っ
て
左
側
の
位
置
で
右
向
き
の
横
顔
を

見
せ
、
中
央
と
右
側
の
従
者
は
互
い
に
顔
を
見
合
わ
せ
て
い
る
。
こ
の
画

面
の
仕
切
り
方
と
童
・
従
者
の
配
置
が
「
文
情
奈
良
絵
」
と
共
通
す
る
。

牛
車
と
と
も
に
描
く
べ
き
童
と
車
副
の
絵
の
型
は
、
あ
る
程
度
定
着
し
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
五
帖

若
紫

【
場
面
】
Ｄ：

源
氏
、
物
思
い
に
悩
み
眠
れ
ぬ
。
滝
の
音
も
強
く
な
っ
た

よ
う
に
聞
こ
え
る
。

【
該
当
本
文
】﹇
９
﹈
源
氏
は
尼
君
に
若
紫
と
の
結
婚
を
申
し
込
む

君
は
こ
こ
ち
も
い
と
な
や
ま
し
き
に
、
雨
少
し
う
ち
そ
そ
き
、
山
風
ひ

や
や
か
に
吹
き
た
る
に
、
滝
の
淀
み
も
ま
さ
り
て
、
音
高
う
聞
こ
ゆ
。
少

し
ね
ぶ
た
げ
な
る
読
経
の
た
え
だ
え
す
ご
く
聞
こ
ゆ
る
な
ど
、
す
ず
ろ
な

る
人
も
、
所
か
ら
も
の
あ
は
れ
な
り
。
ま
し
て
お
ぼ
し
め
ぐ
ら
す
こ
と
多

く
て
、
ま
ど
ろ
ま
せ
た
ま
は
ず
。
初
夜
と
言
ひ
し
か
ど
も
、
夜
も
い
た
う

ふ
け
に
け
り
。

﹇
大
成
﹈
１
巻
１６２
頁
、﹇
大
系
﹈
１
巻
１９１
頁
、﹇
新
大
系
﹈
１
巻
１６４
頁
、﹇
全

集
﹈
１
巻
２８９
頁
、﹇
新
全
集
﹈
１
巻
２１５
頁
、﹇
集
成
﹈
１
巻
１９７
頁
、﹇
角
川

文
庫
﹈
１
巻
１６２
頁
、﹇
玉
上
評
釈
﹈
２
巻
６０
頁

﹇
１０
﹈
深
山
の
暁
が
た
の
眺
め

暁
が
た
に
な
り
に
け
れ
ば
、
法
華
三
昧
行
ふ
堂
の
懺
法
の
声
、
山
お
ろ

し
に
つ
き
て
聞
こ
え
来
る
、
い
と
尊
く
、
滝
の
音
に
響
き
あ
ひ
た
り
。

吹
き
迷
ふ
深
山
お
ろ
し
に
夢
さ
め
て
涙
も
よ
ほ
す
滝
の
音
か
な

「
さ
し
ぐ
み
に
袖
濡
ら
し
け
る
山
水
に
す
め
る
心
は
騒
ぎ
や
は
す
る

耳
馴
れ
は
べ
り
に
け
り
や
」
と
聞
こ
え
た
ま
ふ
。

明
け
ゆ
く
空
は
、
い
と
い
た
う
か
す
み
て
、
山
の
鳥
ど
も
、
そ
こ
は
か

と
な
う
囀
り
あ
ひ
た
り
。
名
も
知
ら
ぬ
木
草
の
花
ど
も
、
い
ろ
い
ろ
に
散

り
ま
じ
り
、
錦
を
敷
け
る
と
見
ゆ
る
に
、
鹿
の
た
た
ず
み
あ
り
く
も
め
づ
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ら
し
く
見
た
ま
ふ
に
、
悩
ま
し
さ
も
ま
ぎ
れ
は
て
ぬ
。

﹇
大
成
﹈
１
巻
１６５
頁
、﹇
大
系
﹈
１
巻
１９５
頁
、﹇
新
大
系
﹈
１
巻
１６７
頁
、﹇
全

集
﹈
１
巻
２９３
頁
、﹇
新
全
集
﹈
１
巻
２１９
頁
、﹇
集
成
﹈
１
巻
２０１
頁
、﹇
角
川

文
庫
﹈
１
巻
１６５
頁
、﹇
玉
上
評
釈
﹈
２
巻
６７
頁

【
解
説
】

か
け
づ
く

画
面
左
側
を
中
心
に
、
山
中
の
懸
造
り
の
建
物
が
描
か
れ
る
。
床
下
を

ぬ
き

固
定
す
る
格
子
状
の
柱
と
貫
は
、
画
面
右
上
か
ら
左
下
に
続
い
て
い
る
。

は
じ
と
み

し
と
ね

半
蔀
を
上
げ
た
邸
内
に
は
、
枕
を
外
し
褥
の
上
で
上
半
身
を
起
こ
し
て
外

を
眺
め
る
源
氏
の
姿
が
描
か
れ
る
。
わ
ら
わ
病
み
の
加
持
を
受
け
る
た
め

訪
れ
た
北
山
で
、
物
思
い
を
し
て
眠
れ
ず
に
い
る
源
氏
で
あ
る
。

ま
た
、
画
面
右
側
に
は
、
山
中
の
岩
間
を
流
れ
落
ち
る
滝
が
、
途
中
に

金
雲
を
は
さ
ん
で
流
れ
落
ち
る
さ
ま
が
描
か
れ
る
。
懸
造
り
の
柱
と
貫
、

お
よ
び
滝
の
流
れ
の
描
写
が
、
こ
の
情
景
の
奥
行
き
と
高
低
差
を
感
じ
さ

せ
る
。

【
考
察
】

「
文
情
奈
良
絵
」
の
構
図
は
、「
久
保
惣
光
吉
手
鑑
」（『
土
佐
派
源
氏
』

１３
頁
）
と
共
通
す
る
。
画
面
左
上
に
褥
の
上
の
源
氏
を
、
ま
た
源
氏
が
い

る
山
荘
の
床
下
に
懸
造
り
の
斜
め
の
格
子
を
、
そ
し
て
画
面
右
側
に
向
き

を
変
え
な
が
ら
流
れ
落
ち
る
滝
を
描
く
。「
こ
の
場
面
は
、
光
吉
以
前
の

作
例
に
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
図
様
を
光
則
が
白
描
画
帖

の
一
図
と
し
て
い
る
ほ
か
に
、
い
く
つ
か
の
源
氏
絵
屏
風
で
、
若
紫
を
代

表
す
る
場
面
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。」（『
源
氏
絵
の
世
界
』
４７
頁
）
と

さ
れ
る
図
柄
で
あ
る
。「
久
保
惣
土
佐
派
貼
交
」（
江
戸
時
代
前
期
、『
土

佐
派
源
氏
』
１６４
頁
）
に
も
、
同
様
の
絵
柄
を
見
出
す
。

な
お
、「
久
保
惣
光
吉
手
鑑
」
が
山
中
に
多
く
の
桜
を
描
く
の
は
、
若

紫
巻
冒
頭
近
く
の
「
三
月
の
晦
日
な
れ
ば
、
京
の
花
、
盛
り
は
み
な
過
ぎ

に
け
り
。
山
の
桜
は
ま
だ
盛
り
に
て
、
入
り
も
て
お
は
す
る
ま
ま
に
、

…
…
」
と
い
う
部
分
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
久
保
惣
土
佐
派
貼

交
」
で
も
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
桜
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
方
、「
文
情

奈
良
絵
」
に
は
桜
は
お
ろ
か
「
木
草
の
花
」
も
見
当
た
ら
ず
、
緑
が
濃
く

太
い
木
々
が
繁
る
山
中
の
趣
き
で
あ
る
。

一
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第
六
帖

末
摘
花

【
場
面
】
場
面
掲
載
な
し

【
該
当
本
文
】﹇
１６
﹈
門
番
の
翁
の
門
を
開
け
か
ね
る
姿
に
同
情
を
寄
せ
る

御
車
い
づ
べ
き
門
は
、
ま
だ
開
け
ざ
り
け
れ
ば
、
鍵
の
預
か
り
尋
ね
い

で
た
れ
ば
、
翁
の
い
と
い
み
じ
き
ぞ
い
で
来
た
る
。
む
す
め
に
や
、
孫
に

や
、
は
し
た
な
る
大
き
さ
の
女
の
、
衣
は
雪
に
あ
ひ
て
煤
け
ま
ど
ひ
、
寒

し
と
思
へ
る
け
し
き
深
う
て
、
あ
や
し
き
も
の
に
、
火
を
た
だ
ほ
の
か
に

入
れ
て
袖
ぐ
く
み
に
持
た
り
。
翁
、
門
を
え
あ
け
や
ら
ね
ば
、
寄
り
て
ひ

き
助
く
る
、
い
と
か
た
く
な
な
り
。
御
供
の
人
寄
り
て
ぞ
開
け
つ
る
。

「
ふ
り
に
け
る
頭
の
雪
を
見
る
人
も
お
と
ら
ず
濡
ら
す
朝
の
袖
か
な

幼
き
者
は
形
蔽
れ
ず
」
と
う
ち
誦
じ
た
ま
ひ
て
も
、
鼻
の
色
に
い
で
て
、

い
と
寒
し
と
見
え
つ
る
御
面
影
、
ふ
と
思
ひ
い
で
ら
れ
て
、
ほ
ほ
笑
ま
れ

た
ま
ふ
。
頭
の
中
将
に
こ
れ
を
見
せ
た
ら
む
時
、
い
か
な
る
こ
と
を
よ
そ

へ
言
は
む
、
常
に
う
か
が
ひ
来
れ
ば
、
今
見
つ
け
ら
れ
な
む
、
と
す
べ
な

う
お
ぼ
す
。

﹇
大
成
﹈
１
巻
２２３
頁
、﹇
大
系
﹈
１
巻
２５９
頁
、﹇
新
大
系
﹈
１
巻
２２７
頁
、﹇
全

集
﹈
１
巻
３６９
頁
、﹇
新
全
集
﹈
１
巻
２９６
頁
、﹇
集
成
﹈
１
巻
２７３
頁
、﹇
角
川

文
庫
﹈
２
巻
４０
頁
、﹇
玉
上
評
釈
﹈
２
巻
２２５
頁

【
解
説
】

か
ん
ぬ
き

画
面
上
方
に
は
、
閂
を
し
た
ま
ま
の
門
が
あ
る
。
門
の
前
に
立
っ
て
い

る
二
人
の
男
性
は
、
無
紋
の
直
衣
を
着
て
い
る
。
左
側
の
年
か
さ
の
人
物

は
「
翁
」
と
見
ら
れ
る
。
一
方
、
右
側
の
人
物
は
、
若
者
の
顔
か
た
ち
に

描
か
れ
て
い
る
。
源
氏
の
「
御
供
の
人
」
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
画
面
右
下
に
は
、
土
塀
の
陰
か
ら
、
器
を
手
に
し
た
童
が
、
先

の
二
人
の
も
と
に
近
づ
い
て
い
く
姿
が
見
え
る
。「
翁
」
の
「
む
す
め
に

や
、
孫
に
や
、
は
し
た
な
る
大
き
さ
の
女
」
が
、
火
を
入
れ
た
器
を
袖
に

抱
え
て
持
っ
て
来
る
さ
ま
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

【
考
察
】

源
氏
が
末
摘
花
の
邸
か
ら
帰
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
邸
の
困
窮
ぶ

り
を
象
徴
的
に
示
す
の
は
、
門
を
開
け
る
の
も
ま
ま
な
ら
ぬ
老
人
と
、
み

す
ぼ
ら
し
い
姿
で
寒
さ
に
震
え
な
が
ら
火
を
持
っ
て
く
る
女
子
で
あ
っ
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た
。
物
語
で
は
、
源
氏
も
こ
の
情
景
を
眺
め
て
い
る
の
だ
が
、「
文
情
奈

良
絵
」
に
は
、
邸
の
外
を
眺
め
る
源
氏
の
姿
は
描
か
れ
ず
、
上
方
の
門
と

下
方
の
土
塀
と
の
間
に
、
一
本
の
松
と
供
人
た
ち
の
姿
を
描
く
。
物
語
に

即
し
て
絵
を
観
る
者
の
視
点
は
、
自
ず
と
物
語
中
の
源
氏
の
視
点
に
重
な

っ
て
こ
よ
う
。

こ
の
図
柄
は
、「
承
応
版
」
末
摘
花
巻
、
第
四
図
に
も
見
え
る
が
、
女

子
は
火
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
門
を
開
け
よ
う
と
す
る
老
人
の
側
に
歩
み
寄

り
、
手
伝
お
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

ま
た
、「
石
山
寺
画
帖
」
末
摘
花
六
（
五
一
図
）
は
、
付
箋
に
「
同

（
末
摘
花
）
六

末
つ
む
に
て
た
ち
花
の
雪
を
は
ら
は
せ
給
ふ
所
也

ふ

（
マ
マ
）

り
け
る
か
し
ら
の
雪
を
と
云
う
た
の
所
也
」
と
記
さ
れ
る
と
お
り
、
画
面

中
央
に
は
、﹇
該
当
本
文
﹈
に
掲
げ
た
本
文
の
直
前
、「
橘
の
木
の
う
づ
も

れ
た
る
、
御
随
身
召
し
て
払
は
せ
た
ま
ふ
。
う
ら
や
み
顔
に
、
松
の
木
の

お
の
れ
起
き
か
へ
り
て
、
さ
と
こ
ぼ
る
る
雪
も
、
名
に
た
つ
末
の
と
見
ゆ

る
な
ど
を
、
い
と
深
か
ら
ず
と
も
、
な
だ
ら
か
な
る
ほ
ど
に
、
あ
ひ
し
ら

は
む
人
も
が
な
と
見
た
ま
ふ
。」
と
い
う
内
容
を
も
描
い
て
お
り
、
画
面

右
上
に
は
、
庭
を
眺
め
る
源
氏
の
姿
も
あ
る
。
一
方
、
画
面
左
方
の
門
の

側
に
老
人
と
源
氏
の
供
人
、
そ
し
て
、
画
面
中
央
下
方
の
、
器
に
火
を
入

れ
て
持
つ
女
子
は
、「
文
情
奈
良
絵
」
と
共
通
す
る
図
柄
で
あ
る
。

な
お
、「
文
情
奈
良
絵
」
で
は
、
翁
や
供
人
に
比
べ
、
こ
の
女
子
の
姿

は
平
面
的
で
粗
雑
な
描
き
方
に
見
え
る
。
後
か
ら
描
き
足
し
た
も
の
か
。

第
八
帖

花
宴

【
場
面
】
Ａ：

桜
花
の
宴
の
果
て
た
月
夜
、
源
氏
、
弘
徽
殿
の
細
殿
で
扇

を
か
ざ
し
て
歩
い
て
く
る
女
（
朧
月
夜
）
に
逢
う
。

【
該
当
本
文
】﹇
３
﹈
源
氏
は
弘
徽
殿
の
細
殿
で
朧
月
夜
と
逢
い
、
扇
を
し

る
し
に
取
り
替
え
て
別
れ
る

夜
い
た
う
ふ
け
て
な
む
、
こ
と
は
て
け
る
。
上
達
部
お
の
お
の
あ
か

れ
、
后
、
春
宮
帰
ら
せ
た
ま
ひ
ぬ
れ
ば
、
の
ど
や
か
に
な
り
ぬ
る
に
、
月

い
と
明
う
さ
し
い
で
て
を
か
し
き
を
、
源
氏
の
君
酔
ひ
ご
こ
ち
に
、
見
す

ぐ
し
が
た
く
お
ぼ
え
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
上
の
人
々
も
う
ち
休
み
て
、
か
や

う
に
思
ひ
か
け
ぬ
ほ
ど
に
、
も
し
さ
り
ぬ
べ
き
ひ
ま
も
や
あ
る
、
と
藤
壺

一
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わ
た
り
を
、
わ
り
な
う
忍
び
て
う
か
が
ひ
あ
り
け
ど
、
語
ら
ふ
べ
き
戸
口

も
鎖
し
て
け
れ
ば
、
う
ち
嘆
き
て
、
な
ほ
あ
ら
じ
に
、
弘
徽
殿
の
細
殿
に

た
ち
寄
り
た
ま
へ
れ
ば
、
三
の
口
開
き
た
り
。
女
御
は
、
上
の
御
局
に
、

や
が
て
ま
う
の
ぼ
り
た
ま
ひ
に
け
れ
ば
、
人
少
な
な
る
け
は
ひ
な
り
。
奥

の
枢
戸
も
開
き
て
、
人
音
も
せ
ず
。
か
や
う
に
て
世
の
中
の
あ
や
ま
ち
は

す
る
ぞ
か
し
と
思
ひ
て
、
や
を
ら
の
ぼ
り
て
の
ぞ
き
た
ま
ふ
。

人
は
み
な
寝
た
る
べ
し
。
い
と
若
う
を
か
し
げ
な
る
声
の
、
な
べ
て
の

人
と
は
聞
こ
え
ぬ
、「
朧
月
夜
に
似
る
も
の
ぞ
な
き
」
と
、
う
ち
誦
じ
て
、

こ
な
た
ざ
ま
に
は
来
る
も
の
か
。
い
と
う
れ
し
く
て
、
ふ
と
袖
を
と
ら
へ

た
ま
ふ
。
女
、
恐
ろ
し
と
思
へ
る
け
し
き
に
て
、「
あ
な
む
く
つ
け
。
こ

は
誰
そ
」
と
の
た
ま
へ
ど
、「
な
に
か
う
と
ま
し
き
」
と
て
、

深
き
夜
の
あ
は
れ
を
知
る
も
入
る
月
の
お
ぼ
ろ
け
な
ら
ぬ
契
り
と
ぞ

思
ふ

と
て
、
や
を
ら
抱
き
お
ろ
し
て
、
戸
は
お
し
た
て
つ
。
あ
さ
ま
し
き
に
あ

き
れ
た
る
さ
ま
、
い
と
な
つ
か
し
う
を
か
し
げ
な
り
。
わ
な
な
く
わ
な
な

く
、「
こ
こ
に
、
人
」
と
の
た
ま
へ
ど
、「
ま
ろ
は
、
み
な
人
に
許
さ
れ
た

れ
ば
、
召
し
寄
せ
た
り
と
も
、
な
む
で
ふ
こ
と
か
あ
ら
む
。
た
だ
忍
び
て

こ
そ
」
と
の
た
ま
ふ
声
に
、
こ
の
君
な
り
け
り
、
と
聞
き
定
め
て
、
い
さ

さ
か
慰
め
け
り
。

（
朧
月
夜
は
）
わ
び
し
と
思
へ
る
も
の
か
ら
、
な
さ
け
な
く
こ
は
ご
は

し
う
は
見
え
じ
、
と
思
へ
り
。
酔
ひ
ご
こ
ち
や
例
な
ら
ざ
り
け
む
、
許
さ

む
こ
と
は
口
惜
し
き
に
、
女
も
若
う
た
を
や
ぎ
て
、
強
き
心
も
知
ら
ぬ
な

る
べ
し
。
ら
う
た
し
と
見
た
ま
ふ
に
、
ほ
ど
な
く
明
け
ゆ
け
ば
、
心
あ
わ

た
た
し
。
女
は
ま
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
に
思
ひ
乱
れ
た
る
け
し
き
な
り
。

「
な
ほ
名
の
り
し
た
ま
へ
。
い
か
で
聞
こ
ゆ
べ
き
。
か
う
て
や
み
な
む
と

は
、
さ
り
と
も
お
ぼ
さ
れ
じ
」
と
の
た
ま
へ
ば
、

憂
き
身
世
に
や
が
て
消
え
な
ば
尋
ね
て
も
草
の
原
を
ば
問
は
じ
と
や

思
ふ

と
言
ふ
さ
ま
、
艶
に
な
ま
め
き
た
り
。「
こ
と
わ
り
や
。
聞
こ
え
た
が
へ

た
る
文
字
か
な
」
と
て
、

「
い
づ
れ
ぞ
と
露
の
宿
り
を
わ
か
む
ま
に
小
笹
が
原
に
風
も
こ
そ
吹

け

わ
づ
ら
は
し
く
お
ぼ
す
こ
と
な
ら
ず
は
、
な
に
か
包
ま
む
。
も
し
、
す
か

い
た
ま
ふ
か
」
と
も
言
ひ
あ
へ
ず
、
人
々
起
き
騒
ぎ
、
上
の
御
局
に
参
り

ち
が
ふ
け
し
き
ど
も
し
げ
く
迷
へ
ば
、
い
と
わ
り
な
く
て
、
扇
ば
か
り
を

し
る
し
に
と
り
か
へ
て
、
い
で
た
ま
ひ
ぬ
。

﹇
大
成
﹈
１
巻
２７０
頁
、﹇
大
系
﹈
１
巻
３０５
頁
、﹇
新
大
系
﹈
１
巻
２７６
頁
、﹇
全

集
﹈
１
巻
４２５
頁
、﹇
新
全
集
﹈
１
巻
３５５
頁
、﹇
集
成
﹈
２
巻
５１
頁
、﹇
角
川

文
庫
﹈
２
巻
７８
頁
、﹇
玉
上
評
釈
﹈
２
巻
３３３
頁

【
解
説
】

画
面
は
、
邸
の
貫
や
欄
干
な
ど
が
左
下
方
か
ら
右
斜
め
上
に
描
か
れ
、

画
面
を
上
部
か
ら
、
邸
外
と
孫
廂
、
細
殿
、
邸
内
に
仕
切
ら
れ
た
構
図
で
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あ
る
。

細
殿
の
中
央
に
は
男
女
の
貴
族
の
姿
が
描
か
れ
る
。
源
氏
は
朧
月
夜
に

近
づ
き
、
両
手
を
彼
女
の
方
に
差
し
伸
ば
し
て
い
る
。
朧
月
夜
は
、
左
手

に
扇
を
持
ち
、
顔
は
源
氏
の
方
を
向
き
な
が
ら
、
衣
の
裾
を
ひ
る
が
え
し

て
源
氏
か
ら
逃
げ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

画
面
左
上
に
は
二
十
日
過
ぎ
の
月
が
浮
か
ぶ
。
桜
の
木
が
枝
を
広
げ
、

淡
い
紅
の
花
を
付
け
て
い
る
。
枝
の
上
方
は
金
雲
を
突
き
抜
け
る
よ
う
に

描
か
れ
る
。

【
考
察
】

時
は
二
月
二
十
日
あ
ま
り
、
南
殿
の
桜
の
宴
の
後
、
弘
徽
殿
の
細
殿
に

入
り
込
ん
だ
源
氏
が
、
朧
月
夜
に
出
逢
い
、
袖
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る

場
面
で
あ
ろ
う
。
朧
月
夜
が
手
に
し
て
い
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
し
る
し

の
扇
」
で
、
本
場
面
を
象
徴
的
に
示
す
。

源
氏
と
朧
月
夜
と
の
出
逢
い
の
場
面
に
お
い
て
、
二
人
の
間
に
は
空
間

的
な
距
離
や
隔
て
が
あ
る
こ
と
が
多
い
。「
京
博
光
吉
画
帖
」（
１７
頁
）、

「
扇
面
屏
風
」
３５
（『
源
氏
絵
の
世
界
』
５８
頁
）、「
久
保
惣
光
則
屏
風
」

（『
土
佐
派
源
氏
』
１０１
頁
）、「
石
山
寺
画
帖
」
花
宴
一
（
六
五
図
）、「
国
文

研
絵
屏
風
ａ
」
は
、「
朧
月
夜
に
似
る
も
の
ぞ
な
き
」
と
口
ず
さ
む
朧
月

夜
を
、
源
氏
が
物
陰
か
ら
う
か
が
っ
て
い
る
と
い
う
構
図
で
あ
る
。
こ
の

と
き
朧
月
夜
は
、
邸
の
外
の
方
、
月
を
眺
め
る
姿
で
あ
る
。

一
方
、「
久
保
惣
土
佐
派
貼
交
」（『
土
佐
派
源
氏
』
１６７
頁
）
や
「
斎
宮

歴
博
色
紙
屏
風
」（『
佐
野
集
成
』
２４
頁
）
で
は
、
源
氏
と
朧
月
夜
と
の
間

に
物
の
隔
て
は
な
く
、
両
者
の
距
離
が
接
近
し
て
い
る
。
と
く
に
「
斎
宮

歴
博
色
紙
屏
風
」
は
、
月
を
眺
め
る
朧
月
夜
に
源
氏
が
手
を
伸
ば
し
か
け

て
い
る
。
両
者
が
さ
ら
に
近
づ
い
て
い
る
の
が
「
文
情
奈
良
絵
」
で
、
源

氏
は
朧
月
夜
の
袖
を
今
に
も
取
ら
ん
ば
か
り
で
あ
る
。
一
方
の
朧
月
夜
の

姿
は
、
こ
の
男
性
貴
族
を
見
て
、
と
っ
さ
に
身
を
翻
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
。
こ
の
男
性
が
源
氏
だ
と
わ
か
る
と
、
き
っ
ぱ
り
と
源
氏
を
拒
絶
す

る
わ
け
で
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
点
で
の
朧
月
夜
の
驚
愕
の
様
子

が
看
取
さ
れ
よ
う
。

こ
の
場
面
に
お
い
て
、
両
者
が
近
接
し
て
立
ち
、
朧
月
夜
が
源
氏
の
方

を
向
い
て
い
る
図
柄
は
、「
大
分
市
資
料
館
光
信
図
」（『
佐
野
集
成
』
２４１

頁
）、「
国
文
研
絵
屏
風
ｂ
」
に
見
え
る
が
、
両
者
の
立
つ
位
置
関
係
や
全

体
の
構
図
は
、「
文
情
奈
良
絵
」
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
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第
十
帖

賢
木

【
場
面
】
Ａ：

晩
秋
の
野
宮
に
六
条
御
息
所
を
訪
ね
た
源
氏
、
榊
の
枝
を

御
簾
の
中
に
差
し
入
れ
、
歌
を
交
わ
す
。

【
該
当
本
文
】﹇
２
﹈
源
氏
は
御
息
所
と
の
対
面
を
強
く
求
め
、
野
の
宮
を

訪
れ
る

九
月
七
日
ば
か
り
な
れ
ば
、
む
げ
に
今
日
あ
す
と
お
ぼ
す
に
、
女
が
た

も
い
と
心
あ
わ
た
た
し
け
れ
ど
、
立
ち
な
が
ら
、
と
た
び
た
び
御
消
息
あ

り
け
れ
ば
、
い
で
や
と
は
お
ぼ
し
わ
づ
ら
ひ
な
が
ら
、
い
と
あ
ま
り
埋
も

れ
い
た
き
を
、
も
の
越
し
ば
か
り
の
対
面
は
、
と
人
知
れ
ず
待
ち
き
こ
え

た
ま
ひ
け
り
。

は
る
け
き
野
辺
を
わ
け
入
り
た
ま
ふ
よ
り
い
と
も
の
あ
は
れ
な
り
。
秋

の
花
み
な
衰
へ
つ
つ
、
浅
茅
が
原
も
か
れ
が
れ
な
る
虫
の
音
に
、
松
風
す

ご
く
吹
き
合
は
せ
て
、
そ
の
こ
と
と
も
聞
き
わ
か
れ
ぬ
ほ
ど
に
、
も
の
の

音
ど
も
た
え
だ
え
聞
こ
え
た
る
、
い
と
艶
な
り
。

む
つ
ま
し
き
御
前
十
余
人
ば
か
り
、
御
随
身
こ
と
ご
と
し
き
姿
な
ら

で
、
い
た
う
忍
び
た
ま
へ
れ
ど
、
こ
と
に
ひ
き
つ
く
ろ
ひ
た
ま
へ
る
御
用

意
、
い
と
め
で
た
く
見
え
た
ま
へ
ば
、
御
供
な
る
好
き
者
ど
も
、
所
か
ら

さ
へ
身
に
し
み
て
思
へ
り
。
御
心
に
も
、
な
ど
て
今
ま
で
た
ち
な
ら
さ
ざ

り
つ
ら
む
、
と
過
ぎ
ぬ
る
か
た
悔
し
う
お
ぼ
さ
る
。
も
の
は
か
な
げ
な
る

小
柴
垣
を
大
垣
に
て
、
板
屋
ど
も
あ
た
り
あ
た
り
い
と
か
り
そ
め
な
り
。

黒
木
の
鳥
居
ど
も
、
さ
す
が
に
神
々
し
う
見
わ
た
さ
れ
て
、
わ
づ
ら
は
し

き
け
し
き
な
る
に
、
神
官
の
者
ど
も
、
こ
こ
か
し
こ
に
う
ち
し
は
ぶ
き

て
、
お
の
が
ど
ち
も
の
う
ち
言
ひ
た
る
け
は
ひ
な
ど
も
、
ほ
か
に
は
さ
ま

変
は
り
て
見
ゆ
。
火
焼
き
屋
か
す
か
に
光
り
て
、
人
げ
少
な
く
し
め
じ
め

と
し
て
、
こ
こ
に
も
の
思
は
し
き
人
の
、
月
日
を
隔
て
た
ま
へ
ら
む
ほ
ど

を
お
ぼ
し
や
る
に
、
い
と
い
み
じ
う
あ
は
れ
に
心
苦
し
。

﹇
大
成
﹈
２
巻
３３４
頁
、﹇
大
系
﹈
１
巻
３６８
頁
、﹇
新
大
系
﹈
１
巻
３４３
頁
、﹇
全

集
﹈
２
巻
７６
頁
、﹇
新
全
集
﹈
２
巻
８４
頁
、﹇
集
成
﹈
２
巻
１２８
頁
、﹇
角
川

文
庫
﹈
２
巻
１３４
頁
、﹇
玉
上
評
釈
﹈
２
巻
４９４
頁

﹇
３
﹈
御
息
所
は
た
め
ら
い
な
が
ら
も
源
氏
と
対
面
し
、
歌
の
贈
答

北
の
対
の
さ
る
べ
き
と
こ
ろ
に
た
ち
隠
れ
た
ま
ひ
て
、
御
消
息
聞
こ
え
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た
ま
ふ
に
、
遊
び
は
み
な
や
め
て
、
心
に
く
き
け
は
ひ
あ
ま
た
聞
こ
ゆ
。

な
に
く
れ
の
人
づ
て
の
御
消
息
ば
か
り
に
て
、
み
づ
か
ら
は
対
面
し
た
ま

ふ
べ
き
さ
ま
に
も
あ
ら
ね
ば
、
い
と
も
の
し
と
お
ぼ
し
て
、（
源
氏
）「
か

う
や
う
の
あ
り
き
も
、
今
は
つ
き
な
き
ほ
ど
に
な
り
に
て
は
べ
る
を
思
ほ

し
知
ら
ば
、
か
う
標
の
ほ
か
に
は
も
て
な
し
た
ま
は
で
、
い
ぶ
せ
う
は
べ

る
こ
と
を
も
あ
き
ら
め
は
べ
り
に
し
か
な
」
と
、
ま
め
や
か
に
聞
こ
え
た

ま
へ
ば
、
人
々
、「
げ
に
、
い
と
か
た
は
ら
い
た
う
、
た
ち
わ
づ
ら
は
せ

た
ま
ふ
に
、
い
と
ほ
し
う
」
な
ど
、
あ
つ
か
ひ
き
こ
ゆ
れ
ば
、（
御
息
所
）

い
さ
や
、
こ
こ
の
ひ
と
目
も
見
苦
し
う
、
か
の
お
ぼ
さ
む
こ
と
も
若
々
し

う
、
い
で
ゐ
む
が
い
ま
さ
ら
に
つ
つ
ま
し
き
こ
と
、
と
お
ぼ
す
に
、
い
と

も
の
憂
け
れ
ど
、
な
さ
け
な
う
も
て
な
さ
む
に
も
た
け
か
ら
ね
ば
、
と
か

く
う
ち
嘆
き
や
す
ら
ひ
て
、
ゐ
ざ
り
い
で
た
ま
へ
る
御
け
は
ひ
、
い
と
心

に
く
し
。（
源
氏
）「
こ
な
た
は
、
簀
子
ば
か
り
の
許
さ
れ
は
は
べ
り
や
」

と
て
、
の
ぼ
り
ゐ
た
ま
へ
り
。
は
な
や
か
に
さ
し
い
で
た
る
夕
月
夜
に
、

う
ち
ふ
る
ま
ひ
た
ま
へ
る
さ
ま
、
匂
ひ
に
似
る
も
の
な
く
め
で
た
し
。
月

ご
ろ
の
つ
も
り
を
、
つ
き
づ
き
し
う
聞
こ
え
た
ま
は
む
も
、
ま
ば
ゆ
き
ほ

ど
に
な
り
に
け
れ
ば
、
榊
を
い
さ
さ
か
折
り
て
持
た
ま
へ
り
け
る
を
さ
し

入
れ
て
、「
変
は
ら
ぬ
色
を
し
る
べ
に
て
こ
そ
、
斎
垣
も
越
え
は
べ
り
に

け
れ
。
さ
も
心
憂
く
」
と
、
聞
こ
え
た
ま
へ
ば
、

（
御
息
所
）
神
垣
は
し
る
し
の
杉
も
な
き
も
の
を
い
か
に
ま
が
へ
て

折
れ
る
榊
ぞ

と
聞
こ
え
た
ま
へ
ば
、

（
源
氏
）
少
女
子
が
あ
た
り
と
思
へ
ば
榊
葉
の
香
を
な
つ
か
し
み
と

め
て
こ
そ
折
れ

お
ほ
か
た
の
け
は
ひ
わ
づ
ら
は
し
け
れ
ど
、
御
簾
ば
か
り
は
ひ
き
着
て
、

長
押
に
お
し
か
か
り
て
ゐ
た
ま
へ
り
。

﹇
大
成
﹈
２
巻
３３５
頁
、﹇
大
系
﹈
１
巻
３６９
頁
、﹇
新
大
系
﹈
１
巻
３４４
頁
、﹇
全

集
﹈
２
巻
７８
頁
、﹇
新
全
集
﹈
２
巻
８６
頁
、﹇
集
成
﹈
２
巻
１３０
頁
、﹇
角
川

文
庫
﹈
２
巻
１３５
頁
、﹇
玉
上
評
釈
﹈
２
巻
４９９
頁

【
解
説
】

画
面
右
側
の
邸
に
は
、
蔀
を
上
げ
、
簾
を
下
ろ
し
た
中
に
、
六
条
御
息

所
が
、
簀
の
子
の
方
を
向
い
て
座
っ
て
い
る
。
画
面
中
央
、
邸
の
角
の
簀

の
子
に
立
っ
て
い
る
源
氏
は
、
榊
の
枝
を
手
に
し
て
い
る
。

簀
の
子
の
斜
め
線
に
即
し
て
描
か
れ
る
の
は
小
柴
垣
で
、
邸
の
外
回
り

の
垣
根
で
あ
る
。
比
較
的
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
の
は
、「
小
柴
垣
を
大

垣
に
て
」
と
あ
る
の
を
そ
う
解
釈
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
小
柴
垣
の
傍

ら
、
画
面
左
下
に
、
三
人
の
人
物
が
い
る
。
中
央
の
白
い
水
干
の
人
物
は

野
々
宮
の
神
官
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
と
向
か
い
合
う
の
は
牛
車
の
車
副
か
。

と
す
れ
ば
、
少
し
間
を
置
い
て
立
つ
の
は
牛
飼
い
童
と
見
ら
れ
る
。

こ
の
場
面
を
象
徴
す
る
「
黒
木
の
鳥
居
」
は
、
画
面
左
上
、
金
雲
の
絶

え
間
に
描
か
れ
る
。
そ
の
右
側
に
は
、
金
雲
に
重
ね
て
草
木
が
描
か
れ

る
。
丸
く
平
た
い
葉
の
植
物
は
、
秋
の
七
草
の
ひ
と
つ
、
萩
で
あ
ろ
う
。

一
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【
考
察
】

賢
木
巻
を
代
表
す
る
場
面
で
あ
る
。「
黒
木
の
鳥
居
」
で
野
々
宮
を
象

徴
的
に
示
し
、
御
簾
の
内
の
御
息
所
、
角
の
簀
の
子
に
榊
を
持
っ
て
立
つ

源
氏
、
神
官
や
従
者
た
ち
を
描
く
類
例
に
は
、「
京
博
光
吉
画
帖
」（
２１

頁
）、「
久
保
惣
光
吉
手
鑑
」（『
土
佐
派
源
氏
』
１９
頁
）
な
ど
数
多
い
。
ま

た
、「
久
保
惣
土
佐
派
貼
交
」（『
土
佐
派
源
氏
』
１６９
頁
）
は
、
同
様
の
場

面
を
描
き
な
が
ら
、
源
氏
は
上
半
身
を
御
簾
の
内
に
入
れ
た
姿
で
あ
る
。

以
上
の
源
氏
絵
は
、「
文
情
奈
良
絵
」
と
は
異
な
り
、
い
ず
れ
も
牛
車

の
一
部
（
屋
根
な
ど
）
を
描
く
。
物
語
に
は
表
面
上
出
て
来
な
い
が
、
源

氏
が
野
々
宮
に
趣
く
た
め
に
乗
っ
て
き
た
牛
車
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
そ

こ
に
描
か
れ
る
従
者
た
ち
の
中
に
、
車
副
や
牛
飼
い
童
が
自
ず
と
描
か
れ

る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。「
文
情
奈
良
絵
」
も
、
牛
車
を
描
か
な
い
こ
と
を

除
け
ば
構
図
が
似
通
っ
て
い
る
だ
け
に
、
同
様
の
人
物
の
配
置
が
想
定
さ

れ
る
。

そ
こ
で
、
従
者
た
ち
の
人
数
を
見
て
み
る
と
、「
文
情
奈
良
絵
」
と
同

じ
く
三
人
な
の
は
、「
京
博
光
吉
画
帖
」「
久
保
惣
土
佐
派
貼
交
」
で
あ
る

が
、
白
い
水
干
の
神
官
は
二
人
で
、
残
り
の
一
人
は
、「
京
博
光
吉
画
帖
」

で
は
車
副
、「
久
保
惣
土
佐
派
貼
交
」
で
は
童
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
従
者

た
ち
が
五
人
い
る
の
が
「
久
保
惣
光
吉
手
鑑
」
で
あ
る
。
中
央
の
一
人
は

白
い
水
干
の
神
官
で
、
そ
の
両
脇
に
は
二
人
ず
つ
、
向
か
い
合
っ
た
人
物

が
配
さ
れ
て
い
る
。
二
人
の
う
ち
左
側
が
車
副
、
右
側
が
童
と
見
ら
れ

る
。
と
す
る
と
、「
文
情
奈
良
絵
」
は
「
久
保
惣
光
吉
手
鑑
」
の
二
組
の

車
副
と
童
の
う
ち
の
一
組
を
取
り
上
げ
、
中
央
に
神
官
を
配
置
し
て
、
簡

略
化
し
た
図
柄
と
も
捉
え
得
る
。
ま
た
、
神
官
の
顔
の
傾
き
や
姿
勢
が
酷

似
す
る
点
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、
当
該
場
面
に
は
、
秋
の
風
情
を
醸
し
出
す
秋
の
七
草
が
描
か
れ

る
。
と
く
に
萩
は
、
草
木
の
描
写
が
少
な
い
「
文
情
奈
良
絵
」
に
も
描
か

れ
て
い
る
。

第
十
一
帖

花
散
里

同志社大学文化情報学部蔵「奈良絵源氏物語色紙」の紹介（一）

一
九



【
場
面
】
Ｂ：

源
氏
、
麗
景
殿
女
御
（
花
散
里
の
姉
）
の
も
と
で
も
時
鳥

を
聞
き
、
昔
話
を
し
て
か
ら
、
花
散
里
に
逢
う
。

【
該
当
本
文
】﹇
３
﹈
麗
景
殿
の
女
御
と
昔
語
り
を
し
、
歌
の
贈
答

か
の
本
意
の
と
こ
ろ
は
、
お
ぼ
し
や
り
つ
る
も
し
る
く
、
ひ
と
目
な
く

静
か
に
て
お
は
す
る
あ
り
さ
ま
を
見
た
ま
ふ
も
い
と
あ
は
れ
な
り
。
ま

づ
、
女
御
の
御
か
た
に
て
、
昔
の
御
も
の
語
り
な
ど
聞
こ
え
た
ま
ふ
に
、

夜
ふ
け
に
け
り
。
二
十
日
の
月
さ
し
い
づ
る
ほ
ど
に
、
い
と
ど
木
高
き
影

ど
も
木
暗
く
見
え
わ
た
り
て
、
近
き
橘
の
か
を
り
な
つ
か
し
く
匂
ひ
て
、

女
御
の
御
け
は
ひ
、
ね
び
に
た
れ
ど
、
あ
く
ま
で
用
意
あ
り
、
あ
て
に
ら

う
た
げ
な
り
。
す
ぐ
れ
て
は
な
や
か
な
る
御
お
ぼ
え
こ
そ
な
か
り
し
か

ど
、
む
つ
ま
し
う
な
つ
か
し
き
か
た
に
は
お
ぼ
し
た
り
し
も
の
を
、
な
ど

思
ひ
い
で
き
こ
え
た
ま
ふ
に
つ
け
て
も
、
昔
の
こ
と
か
き
つ
ら
ね
お
ぼ
さ

れ
て
、
う
ち
泣
き
た
ま
ふ
。

郭
公
、
あ
り
つ
る
垣
根
の
に
や
、
同
じ
声
に
う
ち
鳴
く
。
慕
ひ
来
に
け

る
よ
、
と
お
ぼ
さ
る
る
ほ
ど
も
艶
な
り
か
し
。「
い
か
に
知
り
て
か
」
な

ど
し
の
び
や
か
に
う
ち
誦
じ
た
ま
ふ
。

「（
源
氏
）
橘
の
香
を
な
つ
か
し
み
ほ
と
と
ぎ
す
花
散
里
を
尋
ね
て
ぞ

と
ふ

い
に
し
へ
の
忘
れ
が
た
き
慰
め
に
は
、
な
ほ
参
り
は
べ
り
ぬ
べ
か
り
け

り
。
こ
よ
な
う
こ
そ
ま
ぎ
る
る
こ
と
も
、
数
そ
ふ
こ
と
も
は
べ
り
け
れ
。

お
ほ
か
た
の
世
に
従
ふ
も
の
な
れ
ば
、
昔
語
り
も
か
き
く
づ
す
べ
き
人
少

な
う
な
り
ゆ
く
を
、
ま
し
て
つ
れ
づ
れ
も
ま
ぎ
れ
な
く
お
ぼ
さ
る
ら
む
」

と
聞
こ
え
た
ま
ふ
に
、
い
と
さ
ら
な
る
世
な
れ
ど
、
も
の
を
い
と
あ
は
れ

に
お
ぼ
し
続
け
た
る
御
け
し
き
の
浅
か
ら
ぬ
も
、
人
の
御
さ
ま
か
ら
に

や
、
多
く
あ
は
れ
ぞ
そ
ひ
に
け
る
。

（
麗
景
殿
女
御
）
ひ
と
目
な
く
荒
れ
た
る
宿
は
橘
の
花
こ
そ
軒
の
つ

ま
と
な
り
け
れ

と
ば
か
り
の
た
ま
へ
る
、
さ
は
言
へ
ど
人
に
は
い
と
こ
と
な
り
け
り
、
と

お
ぼ
し
く
ら
べ
ら
る
。

﹇
大
成
﹈
２
巻
３８９
頁
、﹇
大
系
﹈
１
巻
４１９
頁
、﹇
新
大
系
﹈
１
巻
３９７
頁
、﹇
全

集
﹈
２
巻
１４８
頁
、﹇
新
全
集
﹈
２
巻
１５５
頁
、﹇
集
成
﹈
２
巻
１９５
頁
、﹇
角
川

文
庫
﹈
２
巻
１８５
頁
、﹇
玉
上
評
釈
﹈
２
巻
６４０
頁

【
解
説
】

画
面
右
下
に
は
立
ち
姿
の
源
氏
が
描
か
れ
、
画
面
左
上
方
に
飛
ん
で
い

る
一
羽
の
郭
公
を
見
上
げ
て
い
る
。
そ
の
傍
ら
に
座
り
、
横
顔
を
見
せ
て

い
る
の
は
亡
き
桐
壷
院
の
女
御
、
麗
景
殿
で
あ
ろ
う
。

源
氏
ら
が
い
る
部
屋
に
は
簀
の
子
縁
が
あ
り
、
同
様
の
も
の
は
画
面
右

た
て
じ
と
み

上
角
に
も
描
か
れ
る
。
ま
た
、
建
物
と
庭
と
の
間
に
は
立
蔀
が
あ
る
。
橘

の
木
は
、
邸
内
か
ら
見
る
と
、
そ
の
立
蔀
の
手
前
に
あ
る
。
郭
公
の
声
と

花
橘
の
香
に
催
さ
れ
、
源
氏
と
麗
景
殿
女
御
が
歌
を
交
わ
す
場
面
で
あ

る
。
庭
に
は
築
山
と
、
岩
を
配
し
た
池
が
描
か
れ
る
。

二
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考
察
】

花
散
里
巻
は
短
い
巻
で
あ
る
が
、
絵
画
化
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
ふ
た
つ

の
代
表
的
な
場
面
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
源
氏
が
中
川
の
辺
り
で
琴
の
音

を
き
っ
か
け
に
か
つ
て
の
女
性
と
歌
を
交
わ
す
場
面
、
そ
し
て
も
う
ひ
と

つ
は
、
当
該
場
面
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
和
歌
の
贈
答
が
場
面
の
中
心
に
あ

る
。「

文
情
奈
良
絵
」
と
同
様
の
場
面
は
、「
光
起
画
帖
」
４５
（『
源
氏
絵
の

世
界
』
６７
頁
）、「
石
山
寺
画
帖
」
花
散
里
二
（
八
六
図
・
９０
頁
）、「
光
則

貼
交
」（『
土
佐
派
源
氏
』
１０４
頁
）、「
久
保
惣
土
佐
派
貼
交
」（『
土
佐
派
源

氏
』
１７０
頁
）
な
ど
に
見
ら
れ
、「
承
応
版
」
花
散
里
巻
で
も
、
唯
一
の
挿

画
が
こ
の
場
面
で
あ
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
源
氏
は
麗
景
殿
と
と
も
に

室
内
に
座
し
、
そ
こ
か
ら
外
を
眺
め
る
と
い
う
図
柄
で
あ
る
。「
文
情
奈

良
絵
」
の
よ
う
に
、
こ
の
場
面
に
お
い
て
、
立
ち
姿
で
源
氏
を
描
く
は
、

ど
う
や
ら
一
般
的
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

附
記本

稿
は
、「
近
世
か
ら
近
代
に
至
る
日
本
伝
統
文
化
の
分
野
横
断
的
研

究
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
材
へ
の
活
用
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研

究
所
第
２１
期
研
究
会
第
６
研
究
、
二
〇
二
二
〜
二
〇
二
四
年
度
、
科
学
研

究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番
号20K

12565

、
二
〇
二
〇
〜

二
〇
二
二
年
度
）、
お
よ
び
同
志
社
大
学
宮
廷
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
（
二

〇
二
一
〜
二
〇
二
五
年
度
）
に
お
け
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
り
、
第
一

帖
桐
壺
巻
に
つ
い
て
は
、
夏
の
研
究
集
会（
二
〇
二
二
年
九
月
六
日Zoom

開
催
）
に
て
、
そ
の
骨
子
を
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
岩
坪
健
氏
に
は
、
全
体
に
わ
た
っ
て
多
く
の
ご

教
示
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
と
く
に
桐
壺
巻
の
元
服
式
に
関
す
る
知
見
に
つ

い
て
は
、
山
科
言
親
氏
に
貴
重
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
、
瀧

山
嵐
氏
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
屏
風
二
点
を
お
示
し
く
だ
さ
っ

た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。（

第
２１
期
第
６
研
究
会
に
よ
る
成
果
）
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